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   This is a case report of an adrenal myelolipoma, accidentally diagnosed during a work-
up for bladder tumor. A 67-year-old male presented with the chief complaint of gross heina-
turia. He was subsequently diagnosed as having a bladder tumor, which was resected trans-
urethrally and was found to be a transitional cell carcinoma of Grade 2 and Stage pT 2. 
During further examination for metastasis computed tomography (CT)scan revealed a round 
tumor (approximately 5 cm in diameter) in the left adrenal. A tentative diagnosis was 
reached based on the scan, and surgery was undertaken to remove the tumor. A well-enca-
psulated tumor, yellowish and partly dark brown in color and 60 grams in weight, was 
retrieved. The tumor consisted of mature lipoid cells with myeloid cells scattered among 
them which verified the pathological diagnosis of adrenal myelolipoma. The present case is 
the 16th clinical case of adrenal myelolipoma reported in the Japanese literature.












主 訴:肉 眼 的血 尿
例
既 往 歴 ・家 族 歴=特 記 す べ き こ とな し
現 病 歴:1984年7月,突 然 肉 眼 的血 尿,排 尿痛 を 認
め,某 病 院 泌 尿 器科 を 受 診 し,膀 胱 腫 瘍 の 診 断を 得
た,転 移 検 索 の た め腹 部CT施 行 し,左 副 腎腫 瘤 を
認 め た た め,同 年9月20日 当 科紹 介 され,外 来受 診 し
た.
入 院 時 現 症=身 長160cm,体 重67kg(肥 満度+
24%),血圧128/72,脈拍66整,結 膜 に貧 血 ・黄 疸 な
し.胸 腹 部 理 学 的 所 見 異常 な し.
入 院 時検 査 成 績
血 算:wBc5,300/ｵ1,RBc4.33×106/del,Hb
l3,691dl,PLT1.62×105ノμ1
血 液 像:好 中 球59%,リ ンパ 球26%,単 球9%,好
酸 球4%,好 塩 基球2%
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尿所 見:糖(一),蛋 白(一),比 重1.022
尿 沈渣:wBClo～15/hpf,RBC5～10/hpf
尿細 胞 診:ClassV(TCG)
内分 泌学 的 検 査 成 績
血 中:コ ル チ ゾールlo.7μ9/dl,アル ドス テ ロ ン
82pg/m1,ACTH190pg/ml,α一フ ェ トプ ロテ イ ン
2.6ng/ml,CEA4.3ng/ml
尿中:総 カテ コ ラ ミン24,3μ9/day,アド レナ リ ン
o.8#9/day.ノル ア ドレナ リ ン23.5μ9/day,vMA
1.7mg/day,17-KsI.gmg/day,17-oHCs1.7mgl
day
入 院 後経 過
IVPに て 膀 胱 の変 形 を 認 め,左 腎 は下 方 に 圧 排 さ
れ てい る(Fig.1).CTで は 左 副 腎部 に正 常 の 副 腎
に接 して腫 瘍 を 認 め,そ の大 部 分 は 脂 肪 のdensity
で あ り,enhanceはされ なか った(Fig.2).副腎動
静脈 造影 も施 行 した が,明 らか な異 常 所 見 は 認め られ
なか った.膀 胱癌 はTUR施 行 し,TCC.G2,pT2
で あ った.
以 上 よ り,膀 胱 癌 に合 併 した 左 副 腎myelolipoma
を疑 い,1984年10月23日腫 瘍 摘 除 術 を 施 行 した.左 腎
上 極上 方 に表 面 平 滑 な 鶏卵 大 の腫 瘍 を 認 め,触 診 上 軟
らか く,ま た,周 囲 との癒 着 もな く,容 易 に剥 離 可 能
で あ った.
大 き さ6.5×5.0×3.Ocm,重量609の 軟 腫 瘤 で,
そ の割 面(Fig.3)は黄 色 調 と暗 褐 色調 の部 位 が 混 在
してい た.病 理 組 織 学的 に は,腫 瘍 は線 維 性 被 膜 に つ
まれ て お り,大 部 分成 熟 した 脂 肪 組 織 よ り成 り,そ の
中に 造血 組 織 が 散 在 し,一 部 に 出血 も認 め た.正 常 副
腎皮 質組 織 は 辺縁 に圧 排 され て い た が,悪 性 所 見 は認
め られ なか った(Fig.4,5).以上 よ り,副 腎 皮 質 に
























Fig.2.CT像.左 副 腎 部 に,一 部 脂 肪 のdensity
を 示 す 腫瘤 を認 め る。
考 察
副腎myelolipomaは脂肪組織 と造血組織 よ り成
る,通常内分泌非活性の良性腫瘍である。欧米の報告
例は大部分剖検例で,剖検例における頻度はO.083)～
Fig.3.腫 瘍 割 面.
0.8%4)であ り,約200例 の 報告 が あ る.手 術 例 は,
Dyckmanら5)が1957年に 初 め て報 告 し,現 在 ま で約
30例で あ る.本 邦 で は 全例 手 術 例 で,野 内6)が1960年
1094 泌尿紀要33巻7号1987年

















Table2.本邦16例の臨 床 統 計(2).
臨床症状 合併徒 術前診断
Table1.本邦16例の 臨床 統 計(1).

































Table3.本邦 の報 告 例.























































































年 齢 は20歳か ら67歳まで,平 均47.9歳で,50歳 代
(9例,56.2%)に最 も多か った.男 女 比は3=1で
男 性 に多 く,患 側 は 右側 にや や 多 い傾 向 を示 した.重
量 は10gか らi,950gまで 分 布 し,平 均731,4gで




偶然CTに て発見された症例である.肥満 ・糖尿病 ・
高血圧 な どの合併が多く,本 症例も肥満度+24%で
坂本 ・ほか:Myelolipoma・Adrenaltumor
あ り,そ れ ら と疾 患 の 関 連性 も示 唆 され て い る.術 前
にmyelolipomaと診 断 さ れ た 症 例 は16例 中6例
(37.5%)で,その 際超 音 波 とCTが 有力 な診 断 法 と
な って い る.術 式 は 腫 瘍 摘除 術11例,不 明5例 で あ っ
た.
副 腎myelolipomaの起 源 に 関 して従 来 よ り(1)胎
生 期骨 髄 の遺 残(髄 外 造 血),(2)骨髄 細 胞 の 副腎 皮 質
塞栓,(3)corticalcellmetaplasiaなどの説 が あ る・
SelyeとStone7)}よ,ratセこadrenocorticotropic
hormoneとtestosteroneを注 射す る こ と に よ っ
て,adrenalmyelolipomaが形 成 さ れ る こ と を 示
した.Plauta%はCushing'sdisease,Addison's
disease,pseudohermaphroditismなどの長 期 の 内分
泌異常 が あ る場 合,副 腎皮 質 が何 らか の刺 激 を受 け る
こ とに よ って生 じ る と報告 し た.現 在 最 も 有 力 な 説
は,副 腎 皮質 組 織 内 に あ る分 化 して い な い 間 葉系 細 胞
が何 らか の刺 激 に よってmyeloid系とlipoid系に
分化 し,myelolipomaが形 成 され る とい う説 であ る,
しか しこの刺 激 が何 で あ るか につ い ては 明 らか で は な
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